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武蔵野赤十字病院
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①臨床情報は匿名化し、管理・解析する。他機関への提供は行わない。
②患者背景に関する情報としては、年齢・性別・身長・体重・尿路感染
症の有無を扱う。また尿路感染症に関する情報としては、膀胱尿管逆流
の有無と重症度・腎瘢痕の有無と重症度・入院時の血中白血球値、CRP
値を扱う。
③臨床情報の利用は、研究計画責任者のみとする。
④情報の管理は研究責任者の岡田（下記参照）が行う。

小児における肥満と上部尿路感染症の関連性についての検討

武蔵野赤十字病院

所属　小児科　　　　　氏名　　　岡田　麻理　　　 

倫理委員会承認日　～　令和　3年 3月

上部尿路感染症は小児、特に乳幼児において比較的頻度の高い疾患であ
り、発熱を主訴に受診した乳児の５％は尿路感染症が原因であるといわ
れている。上部尿路感染症は膀胱尿管逆流（VUR）の合併や腎瘢痕によ
る将来の慢性腎臓病、高血圧の発症などの可能性があり、早期に発見診
断することが重要であるが、特異的な症状がなく、診断までに時間を要
する場合もある。一方、肥満は世界的に増加傾向にあり、小児における
もっとも頻度の高い慢性疾患となりつつある。脂肪細胞からは様々なア
ディポサイトカインが分泌されており、肥大化した脂肪細胞ではこれら
のアディポサイトカインの産生調節の破綻が生じ、慢性炎症を引き起こ
し免疫細胞に影響を与えていると考えられている。それに関連し、肥満
は様々な感染症の発症にも関連があると報告されている。しかし、尿路
感染症と肥満の関連についてはいまだに議論の余地があり、小児におけ
る検討はわずかである。今回我々は、当院での小児入院患者における肥
満と上部尿路感染症の関連性について検討し、肥満が上部尿路感染症の
リスクファクターとなり得るかどうかを明らかにすることで、尿路感染
症の早期診断や合併症予防に寄与することができると考えられる。

2013年4月～2018年3月に当院に有熱性疾患のため入院した2歳未満の小
児患者の診療録を後方視的に検討する。


